
57

1
岩
見
沢
市
概
要

2
健
康
経
営
都
市

3
健
康
と
生
活
に
関
す
る
意
識
調
査

4
健
康
予
報
シ
ス
テ
ム

5
母
子
健
康
調
査

　本取り組みは、北海道岩見沢市、科学技術振興機構
のセンター・オブ・イノベーションプログラム（COI）
『食と健康の達人』拠点（以下、北大COI）事業との産
官学地域連携で、2015 年に開始した。岩見沢市の方
針は、“農・食・健康”であり、その中で“母子に一
番やさしいまち”の実現を市の総合戦略として位置づ
けている。2016 年には、日本で初めて“健康経営都
市”として認定を受けた。私たちが取り組んでいるの
が、低出生体重児率を下げ、将来の少子化対応につな
げていく“母子健康調査”の事業である。さらに、母
子健康調査を基盤に、新公共、母子のケア、遠隔健診
の取り組みを進めている。
　2020 年　�オープンイノベーション大賞　学術会議

会長賞受賞
　2021 年　�雑誌Nature 誌に特集記事が掲載され、

デジタルで 1000 万 View
　2021 年　プラチナ大賞・総務大臣賞受賞
　2021 年　�厚生労働省　健康寿命をのばそう！ア

ワード
　　　　　�母子保健分野　厚生労働大臣　優秀賞　団

体部門　受賞

5 母子健康調査
5.1	 母子健康調査の概要

1）母子健康調査は、母子の健康状態を知り、今、未来
の子どもたちにつながる調査研究
　母子健康調査は、産官学が連携して行う母子コホー
ト研究＊である。世界に類を見ない、妊産婦から出
産、子育てを継続的にフォローする調査（図 1）であ
り、2016 年より開始して低出生体重児減を実現した
（2015 年 10.4％→ 2019 年 6.3％）。妊婦と出生児それ
ぞれの食や生活習慣、生活環境などの調査を行い、合
わせて、妊娠から出産、そして子どもの成長の各段階
で血液や尿、臍帯血、母乳、便などを採取して分析
し、母と子どもの健康を守る知見を見出している。
データ分析により子ども達の成長や発達に与える影響
を調べるとともに、調査をきっかけにした健診受診率
の向上や生活習慣の改善など、妊婦の行動変容を促し
てきている。
　また、母子の検体は北海道大学で 30 年間冷凍保存
している。将来、新たな分析法が見つかれば、その検
体を用いて過去に戻って疾病の原因を解明することも
期待できる。

図 1　母子健康調査と健康データ統合プラットフォーム（PF）

北海道大学COI 拠点長　
吉野正則
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2）持続的・自律的なサービスへの「新公共」の仕組
み・体制の確立。

　食習慣の調査結果に基づいて、妊婦に食習慣の評価
や改善ポイントのアドバイスを行う。これにより食習
慣への意識が高まり、行動が変わる。調査から得られ
た知見に基づき、母子への産学官の集合知サービス
（デジタル動画の配信：大学、民間の知恵）と、母子が
集う“場”の運営と、その場で家族の健診、自治体へ
の悩み相談、母子に最適な食のリカーリングサービス
（企業、地元農業生産者）（図 2）を開始した。自治体だ
けではできないことを民間と連携して実現し、地方創

生と循環・自律経済にに寄与する新しい公共（新公共）
を構築した。
　�（＊コホート研究：現時点（または過去のある時点）
で、研究対象とする病気にかかっていない人を集
め、将来にわたり長期間観察し続けることで、ある
要因の有無が、病気の発生または予防に関係してい
るかを調査する研究の手法）

3）母子を切れ目なくケアする仕組みを構築（図 3）：社
会的なKPI を設定
　岩見沢市では、市内の全ての産婦人科（レディスク
リニックと市立総合病院）で妊婦は母子健康調査に加
入でき、市の住民であれば誰でも参加可能である。現
在は 30％程の妊産婦がボランティアで参加してくれ
ている。
　また、市と企業が融合したサービスである“家族健
康手帳”を 2016 年から開始している。これは、家族
と自治体を結ぶコミュニケーションツールであり、自
治体のイベント、健診等の日程、子どもの成長記録な
どを共有できるスマホアプリである。市の保健師に直
接悩みの相談ができ、対面では言えないことも相談で
きると好評である。現在は、市の妊産婦の半分の方が
参加ししている。常にまちのニーズを把握できる仕組
みでもあり、前述の動画サービス、母子へのリカーリ
ングサービスもこのアプリから参加できる。さらに、
高校生と、妊娠・結婚を考えるプロジェクトを行い、

図 2　新公共によるリカーリングサービス

図 3　切れ目ない母子ケア
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5. 母子健康調査

結婚、妊娠、妊娠中、妊娠後、そして低出生体重児へ
切れ目ない学び。ケアを実現した。

5.2	 母子健康調査の背景
　近年、ユニセフ（国連児童基金）などの調査で出産後
の子どもの成長に大きく影響すると考えられる課題が
浮かび上がっている。それは、「低出生体重児の比率
の高さ」である。低出生体重児とは、出生時の体重が
2,500g 未満の赤ちゃんのことで、低出生体重児は、周
産期に集中的な医療が必要になるだけでなく、子ども
が成人した後にもメタボリック症候群などにかかりや
すいといった疫学調査の報告もある（DOHaDの概念）。
　ユニセフやWHO（世界保健機関）の専門家が、148
カ国における 2億 8100 万の出生に関するデータを用
いて行った分析によると、低出生体重児の出生率が増
加し、その改善が進んでいないことなどがわかってい
る。日本は先進国の中でも割合が高く、2015 年以降
は 9.5％に達し、2018 年時点でOECDの中で 2番目
である。そのひとつの原因が女性の“やせすぎ”であ
る〈20 才代の 20％以上が BMI18.5 以下〉。岩見沢市
でも低出生体重児の課題を重く受けとめていた。低出
生体重児の比率を減らせれば、母子の負担の軽減と将
来の健康につながるだけでなく、治療や検査に要する
社会保障費も抑えられ、持続可能な地域づくりにもつ
ながる（低出生体重児を全体で 1％削減すると 500 億

円以上の経済効果がある。日立、北海道大学試算
（2020））。
　そのため岩見沢市では、従来より行っていた母子に
対する環境整備から一歩踏み込み、子ども達の成長や
発達に及ぼす様々な要因を明らかにするために、自治
体の事業として、母子健康調査を北大COI と連携し
開始した。開始にあたり、下記の3つを目標に設定した。

①�「少子化社会対策大綱」の、地域での母子・子育て
に温かい社会の実現と、切れ目ないケア・支援、
SDGs 目標 3「すべての人に健康と福祉を」の達成
をめざす。母子、DOHaD（胎児、乳幼児期の栄養
不足で生活習慣病、発達障害等の疾病リスク上昇）
研究を産官学地域連携で推進する。
②�低出生体重児は妊婦の「やせ志向」に起因する栄養
不足がその一因であり、低出生体重児に関する啓
発、妊娠期の母子の栄養・生活改善は喫緊の課題で
ある。母子の腸内環境改善で、低出生体重児の減
少、母子の健康改善につながる食・食成分の知見を
得て、母子へのサービスを実現し改善をめざす。
③�コロナ禍で外出にリスクが伴う現在、北海道のよう
な広大な地域では、オンラインでの妊婦健診が求め
られる。また、第 1子保育中の第 2子以降の妊婦健
診は、特に病院の遠隔地にて負担が大きく少子化の
一因となっている。在宅、遠隔健診を地域で実現し
ていく。

図 4　ビジョン形成の背景、ニーズ
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5.3	 	母子健康調査を活かすためにデータ基盤を整備
　世界に類をみない母子健康調査の革新性を活かすた
め、見える化、共有化、社会貢献に向けて、ビッグ
データを解析し、将来のニーズ、サービスを統合する
自治体初の健康データ統合プラットフォームを構築し
た。また、腸に直接効果がある新規バイオティクス
（αディフェンシン）を見出し、腸を体外に再現した実
験系（エンテロイド）を作成し、腸に効果がある食成分
を特定して特許を出願している。将来の新しい食産業
の可能性を広げた。

1）日本の自治体初の民間・自治体連携の新公共サービ
スを実現する健康データ統合プラットフォーム

　岩見沢市の健康を可視化し、市の施策への反映と市
民の健康意識の向上を目指すとともに、新たな健康
サービス産業の創出をめざす。自治体で初めて健康保
険、後期高齢、協会けんぽのデータを統合し、市民の
74％をカバーする“健康データ統合プラットフォー
ム”を構築した。この仕組みは、自治体には健康施策
の提案を、市民には健康のまなびを、そして企業・自
治体には健康サービスを実現する画期的なプラット

フォームである。このプラットフォームは岩見沢市の
データセンター内に構築されており、個人情報のセ
キュア性も高く、今後マイナンバー等との連携により
様々なサービスが可能になる。他自治体へも容易に展
開できるように構築している。

2）母子の健康に寄与する新規バイオティクスと、腸に
直接効果がある食成分
　母子健康調査のビッグデータから母子の腸内環境解
析を行い、αディフェンシンが健康度の目安になるこ
とを見極め、今までのバイオティクスとは異なる、直
接腸（宿主）に効果がある（αディフェンシンが活性化
する）という新たなバイオティクスを提唱している。
また、人間の腸を外で再現することができるエンテロ
イドを構築、活用して、母子の健康に関連があり、腸
に直接効果がある食、食成分を特定し、特許を出願し
ている。これらの成果は母子の健康、低出生体重児の
削減、DOHaD研究に寄与すると考えている。

5.4	 母子健康調査の成果、実効性
・�母子健康調査等の取り組みで低出生体重児を低減し
た

図 5　健康データ統合PFの構成
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5. 母子健康調査

　（2015 年 10.4％→ 2019 年 6.3％：岩見沢市）
　�低出生体重児低減により発達障害低減、将来の疾病
リスク低減が期待される。
・�妊産婦の在宅・遠隔医療の拡大、安心して出産・子
育てできる社会が生き方・働き方改革を推進し関連
事業も発展（Femtech・Babytechの市場規模　5兆
円 /年（世界）2027 年　Absolute�Markets�Insights
社）。
・�母子に最適なケア、サービス提供のため、母子健康
調査のデータを活用し健康データ統合プラット
フォームを構築。この仕組みを活用したテーラーメ
イド型リカーリング産業の経済効果：200 億円 /年
（企業、地元生産者・加工業）
・�低出生体重児が日本全体で 4％削減すると、医療費
削減効果、20 年間の消費行動への効果、労働経済
効果は年間 2000 億円程度と推定される。（北海道大
学、日立の試算）

5.5	
	母子の腸内環境が	
良くなるために、	
そして健康でいるために

中村公則 1、綾部時芳 1、相沢智康 2

北海道大学大学院先端生命科学研究院　�
1 細胞生物科学、2 蛋白質科学

　北大COI「食と健康の達人」の健康ものさし研究
は、母子健康調査の中で母子の腸内環境をよくするた
めの活動を続けています。腸内環境の健康ものさしを
活用して健康になる北大COI の活動は、母子はもち
ろん、全ての岩見沢市民の腸内環境を良くすることに
つながっていきます。本項では、まず、腸内環境とは
いったい何かを示し、次に、なぜ母子の腸内環境が私
たちの健康に大切なのかについて研究成果を元に言及
します。
　私たちの腸内環境は、①自分自身の腸（小腸、大腸）
を中心とし、この他に、②毎日の食生活と、③腸内に
住み着いている腸内細菌という三つの因子が互いに大
きく影響し合ってできています。腸内環境の健康もの
さしをはじめて創生し、社会実装することを目的とし

ている北大COI「腸内環境の健康ものさし」研究で
は、岩見沢母子健康調査から得られる貴重な科学的
データを元にして、これまでに健康維持に役立つ重要
な発見をしています。
　私たちの腸に住んでいる腸内細菌は、私たちにとっ
て切っても切り離せない、生涯にわたる重要な仲間で
す。母親の腸内細菌が、生まれてきた子どもの腸内細
菌として受け継がれることがしだいに明らかになって
います。そして、新生児から乳児期、幼児期までの間
に、様々な因子の影響を受けて、その人の腸内細菌の
組成が決まり、正常な腸内細菌叢（そう）が形成される
と考えられています。また、この腸内細菌叢を形成す
る腸内細菌の組成は個人個人で大きく異なること、す
なわち個人差が大きいことがわかっています。
　私たちの小腸には、パネト細胞（Paneth 細胞）とい
う名前の上皮細胞があります。このパネト細胞は α

（アルファ）ディフェンシンという自然免疫ではたらく
抗菌ペプチドを作って、いろいろな刺激に反応してこ
の αディフェンシンを小腸の内腔に分泌し、私たち
のからだを感染から守っています。北大COI の研究
によって、パネト細胞が分泌する αディフェンシン
が、食と腸内細菌との深い関わりの中で腸内環境を規
定していることが明らかになりました。さらに、α

ディフェンシンの測定という健康ものさしを世界では
じめて作り、それを活用することによって健康を維持
する助けになることを示してきました。すなわち、α

ディフェンシンは、私たち自身が個人個人の腸内細菌
の多様性を増加させて常に適切な状態に保つことで、
母子の腸内環境を良い状態に保っていると考えられま
す。このように、岩見沢母子健康調査における岩見沢
市民の皆さんの便の解析から、健康でいるために必要
な新しいサイエンスが生まれています。
　この腸内細菌、αディフェンシンによる免疫、およ
び食べ物を合わせた腸内環境が良いと健康が保たれ、
悪化すると病気の発症につながることがわかってきて
います。一昔前と比べて最近では日本人全体の食生活
が大きく変化しています。それに伴うように、糖尿
病、脂肪肝や高血圧症などの生活習慣病、さらには難
治性免疫疾患、アトピーやアレルギーなどが増えてい
ます。北大COI の研究によって、食べ物が私たちの
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免疫と腸内細菌にどのように関係するのかが分かって
きました。さらに、食べ物の選択と腸内細菌の関係も
しだいに明らかになり、その中で自分自身の免疫、特
に自然免疫という最前線で働いている免疫の仕組みと
その重要性がわかってきたことによって、免疫を強く
することが実際に可能になる時代がきています。自分
の免疫と腸内細菌はどのような状態か、それが子ども
にどのように受け継がれたのかがわかると、自分や子
どもの腸内環境の状態がわかるようになると考えら
れ、今後、様々な病気を予防することに役立つ可能性
が見えています。
　北大COI 健康ものさし研究では、岩見沢母子健康
調査における母子の便検体を用いた αディフェンシ
ンの定量と腸内細菌叢解析、さらには便中代謝物
（NMRメタボローム）の網羅的解析によって、腸内環
境の新しい健康ものさしを検証しています。北大
COI がはじめて明らかにした新生児期の腸内細菌叢
形成メカニズムを基にして、コミュニティでの測定を
進め、検証しました。αディフェンシンが正しく分泌
されると腸内細菌叢を正常化することを世界ではじめ
て示し、そのことが病気の予防や改善に繋がることを
普遍的な健康パラダイムとして、参画機関が協働して
研究開発を進めながら明らかにしてきました。さら
に、生み出した腸内環境の新しいサイエンスを、社会
で役立たせるための努力を現在積み重ねています。例
えば、北大COI の強みを生かしてアレルゲンペプチ
ド生産技術を開発してアレルギーの発症における新知

見を得たり、脂肪肝炎の早期発見の可能性を示した
り、漢方の腸内環境改善効果を明らかにしてきまし
た。これらは、腸内環境が関与する様々な病気を予防
して、食で健康になるために北大COI が挙げてきた
重要な研究成果です。
　先に述べたように、母から子に腸内細菌が受け継が
れることによって私たちの腸内細菌叢が形成されるこ
とはある程度これまでにわかっていましたが、なぜ受
け継がれた腸内細菌が赤ちゃんに定着し、その後それ
が成熟していくのかはほとんどわかっていませんでし
た。北大COI の研究によって、αディフェンシンが
母子の腸内細菌叢の形成に深く関与することや、子の
成長・発育促進にパネト細胞の発達と適切な腸内細菌
叢の維持が関与することを示すことができました。岩
見沢母子健康調査はこれからも続いて、健康でいるた
めに個人個人が何をしたらよいのかを岩見沢市から世
界に発信して行きます。今後、子の将来における病気
の発症リスクを低くする可能性をさらに追求して明ら
かにできる日が来るかもしれません。

5.5.1　調査概要、対象
　子どもの成長や発達、病気の発症には、遺伝的要因
だけでなくさまざまな環境要因が複雑に関与している
ことがこれまでの研究から示唆されています。また、
胎児期や生後 1－2年以内の環境が、その後の生活習
慣病等の発生に影響を与えていることもわかってきま
した。そこで、北海道岩見沢市にお住いの健康な妊婦
を対象に、妊娠中の環境や生活習慣の把握からはじ
め、出産、乳児期から幼児期、学童期まで子どもの生
活習慣、健康状態を調査することで、子どもの成長発
達に影響を与える因子やさまざまな疾患の原因を明ら
かにすることを目的として、岩見沢市では北海道大学
COI『食と健康の達人』と共同して母子健康調査を開
始しました。さらに今後は、社会実装を目指して、妊
産婦、あるいは乳幼児の健康維持増進等に一定の効果
が認められ市販されているサプリメントや食材等の推
奨、ならびに実際の摂取による効果をサブスクリプ
ション方式による販売を通じて検証することも検討し
ています。この調査で得られた情報を今後解析するこ
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5. 母子健康調査

とで、岩見沢市のみならず各地で生まれ育つ将来の子
どもたちの健康な成長発達の一助とできればと考えて
います。また結果を岩見沢市の健康づくり施策に反映
させることで、調査への参加者を含む子どもたちの健
やかな成長発達に寄与したいと思います。
　調査は、母子健康手帳交付を受けとりにいらっ
しゃった妊婦に市の職員が研究の説明を行うところか
らスタートします。同意くださった方には、妊娠初期
から継続的に、調査票による生活習慣や食事の内容の
調査をお願いするほか、時期により血液、便、尿、そ
して母乳の提供を依頼します。試料情報の収集は、岩
見沢市内の産科医療機関（妊婦健診と出産：岩見沢レ
ディースクリニック（LC）と岩見沢市立総合病院（市
立））の他、お子さんが誕生されてからは岩見沢保健セ
ンター（乳幼児健診）で行います。岩見沢市立総合病院
が 2019 年から調査に加わったことで、岩見沢市で出
産するすべての方をカバーすることができるようにな
りました。この母子健康調査は岩見沢市が主体で行
い、北海道大学、共同研究企業などが協力しています。
　現在の調査項目と各時期の調査内容は次の通りで、

北海道大学大学院医学研究院医の倫理委員会の審査を
受けたうえで進められています。

〈母〉調査票による既往歴や家族歴、生活習慣、
食事習慣、心理などの情報、医療機関カルテや岩
見沢市の保有する情報に基づく妊娠経過、分娩、
産後などの情報、血液（血算、生化学一般、微量
元素、ビタミン、ストレスマーカー、炎症マー
カー、生理活性物質、代謝産物など）、母乳（一般
組成、ビタミン、組成詳細分析、核酸、生理活性
物質、代謝産物など）、便（腸内細菌叢、生理活性
物質、代謝産物など）、尿（代謝産物など）。
〈子ども〉医療機関カルテに基づく在胎週数、出
生時などの情報、乳幼児健診の所見の情報、調査
票による生活習慣や病歴などの情報、臍帯血（生
化学一般、微量元素、ビタミン、ストレスマー
カー、炎症マーカー、生理活性物質、代謝産物な
ど）、血液（血算、生化学一般、微量元素、ビタミ
ン、ストレスマーカー、炎症マーカー、生理活性
物質、代謝産物など）、便（腸内細菌叢、生理活性
物質、代謝産物など）。

資料・試料
時期

妊娠期間 産後
初期 12 週 24 週 36 週 入院中 1か月 4〜5月 8〜9月 1歳半 3歳 5歳 学童期

母

調査票 説明 ● ● ● ●
健診等情報 ● ● ● ●
食事調査 ● ● ●
血液 △ ● ●※ △ ●
臍帯血 ●
母乳 ● ● ●
尿 ● ● ●
便 ● ● ● ●

子

調査票 ● ● ● ● ●
健診等情報 ● ● ● ● ● ● ● ●
食事調査 ● ● ●
血液 ○
便 ● ● ● ● ● ● ● ●

△　健診用に採血した血液で測定できる範囲（健診項目＋1〜2 項目）
○　新生児代謝異常等スクリーニングにあわせて、濾紙にて児の血液を採取（保存のみ）

岩見沢母子健康調査の内容



64

岩見沢市「健康白書」

5.5.2　これまでに得られた結果
　2021 年 1 月 4 日までに参加を表明くださった方は
218 人ですが、様々な事情で中止や取り消しがあり、

参加を継続されているのは 154 人となっています。
　これまでの参加者の状況を簡単にお示しします。人
数は、調査票返送数等に依存するため、必ずしも上記
154 人とは一致しませんことをご了承ください。

　調査に参加されている方の年齢は、30－34 歳の方
がもっとも多く、次いで 25－29 歳、35－39 歳と続き
ます。この分布の形は、全国規模で行われたエコチル
調査参加者とほぼ同じでした。なお、ここで比較した
エコチル調査とは、2011 年より環境省が行っている
調査で、日本中で 10 万組の子どもたちとそのご両親
が参加されている大規模な疫学調査「子どもの健康と
環境に関する全国調査（エコチル調査）」です。北海道
では北海道大学、札幌医科大学、旭川医科大学、日本

赤十字北海道看護大学が共同研究機関として参加して
おり、調査地区は札幌市北区及び豊平区・旭川市・北
見市の一部・置戸町・訓子府町・津別町・美幌町と
なっています。エコチル調査のように大きな調査が既
に行われている中で、さらに岩見沢市で母子健康調査
を行う意義を私たちは、他ではほとんど集められてい
ない便を提供いただくことで、母と子の腸内細菌叢、
食事、そして健康の関係を調べられることと位置付け
ています。

≧4035-3930-3425-2920-24＜20

岩見沢母子調査
80

60

40

20

0
≧4035-3930-3425-2920-24＜20

エコチル調査
40,000

30,000

20,000

10,000

0

� Michikawa,�et�al.�J Epidemiol�（2017）

調査参加時点のお母さんの年齢年齢
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5. 母子健康調査

　約 60％の妊婦さんはたばこを吸ったことがないと
回答されました。また、吸った経験のある方のうち半
数程度の方は妊娠が判明する前に禁煙され、残りの多
くも調査時点までに禁煙されていました。一方で、ご
く少数（初期の調査で 3％、中期の調査で 1％）ではあ
るものの喫煙を継続されている方もいらっしゃいま
す。前述したエコチル調査では、約 5％の方が妊娠初
期に喫煙を継続されていますので、北海道の女性の喫
煙率は全国より高いことが知られていますが、岩見沢
市では妊娠を契機にやめる方は若干多いのかもしれま
せん。一方で、ほとんど受動喫煙を受けていない方は
半数程度で、毎日受動喫煙を受けていると回答された
方が、約 20％いらっしゃいました。お母さん自身の

喫煙のみならず、受動喫煙も胎児の成長に影響を与え
ることを広く知らせ、周囲の方に注意していただくこ
とも重要と思われます。
　お子さんが 8カ月時点での調査では、お子さんと同
居されていて喫煙する方がいない家庭が 59％、室外
で吸うと一定の配慮をされている家庭が 22％でした
が、室内で吸う方がいらっしゃる家庭も 19％ありま
した。もちろん、お子さんのすぐ横では吸わないなど
配慮されているかもしれませんが、たばこの臭いが部
屋や服に付着することは私たちも経験していることで
す。お子さんの健やかな成長のため、ご家庭での喫煙
は控えていただきたいものです。

室内で吸う

室外で吸う
いない

妊娠中期
N＝159

妊娠初期
N＝164

喫煙状況

同居の喫煙者（子ども 8ヵ月時）

0％ 50％ 100％

妊娠初期

妊娠中期

受動喫煙状況
0％ 50％ 100％

■ 非喫煙
■ 過去喫煙（妊娠前から）
■ 過去喫煙（妊娠中から）
■ 現在喫煙

■ 週 1日くらい
■ 週 4-6 日

■ ほとんどない
■ 週 2-3 日
■ 毎日

喫煙の状況
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　妊娠 37－41 週の出産を正期産といいます。それよ
り早い早期産の方はごく一部でした。30 歳未満の方
に比べると 30 歳以上の方で分娩週数が遅い傾向にあ
りますが、分娩回数の影響もあるかもしれません。出
産された方の 20％は帝王切開で、その 1/4（全体の
5％）は緊急帝王切開でした。2017 年 9 月に行われた
医療施設静態調査によれば、帝王切開の割合は、一般

病院 25.8％、一般診療所 14.1％となっています。今
回の集計は、LCで出産された方だけが対象となって
いますので、全国の値よりやや帝王切開の割合が高い
と考えられます。また緊急の帝王切開は、母児ともに
負担がかかりますが、それを除けば全国の一般診療所
の値とほぼ同じでした。

分娩週数

41403938373635

20

15
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5

0

80％

15％

5％

■ 30 歳未満　■ 30 歳以上 ■ 自然分娩　■ 帝王切開　■ 帝王切開（緊急）

（n＝107）

分娩状況
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　2500g より小さく生まれた場合に低出生体重児とい
いますが、お母さんのお腹の中で栄養をもらって成長
しますので、出生時の体重は生まれた週数に影響を受
けます。週数は考慮せずに分布をみると、今回の対象
者では 2500g 未満のお子さんは 4.7％でした。
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5. 母子健康調査

　たばこを全く吸わない方や妊娠前から禁煙していた
方に比べ、妊娠に気づいてからやめた方、妊娠を初期
の調査時点（多くの方で妊娠 12 週）まで継続していた
方から生まれたお子さんの出生時体重は低い傾向にあ

りました。特に喫煙を継続していた方から生まれたお
子さんは、人数は少ないものの平均で 900g 以上小さ
いという結果でした。

お母さんの妊娠初期の喫煙の影響

○出生時体重

○帝王切開

現在喫煙（n＝4）過去喫煙（妊娠に気付いてやめた）
（n＝18）

過去喫煙（妊娠前にやめた）
（n＝22）

非喫煙（n＝70）

2,261.0

3,098.83,188.43,215.2

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（g）

現在喫煙（n＝4）過去喫煙（妊娠に気付いてやめた）
（n＝18）

過去喫煙（妊娠前にやめた）
（n＝22）

非喫煙（n＝70）

50.0

77.881.877.1

25.0

11.19.120.0 25.0
11.19.12.9100％

80％

60％

40％

20％

0％

■ 通常分娩　■ 帝王切開　■ 緊急帝王切開

　また、2021 年 1 月 14 日までに分娩した方 128 人の
うち、緊急帝王切開になった方は 9人（7％）いらっ
しゃいました。喫煙状況別に緊急帝王切開の割合を見
ると、妊娠に気づいてやめた方、妊娠を初期（12 週）
まで継続していた方で緊急帝王切開の割合が高い傾向

がみられました。妊娠中にたばこを吸い続けること
は、常位胎盤早期剝離（胎盤が赤ちゃんが生まれるよ
り前にはがれてしまうこと）や前期破水、切迫早産の
リスクを高めることが知られていますので、そういっ
た影響があるのかもしれません。
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　出産後のお母さんにみられる一時的な気分の落ち込
みや漠然とした悲しみは、産後の女性ホルモンの減少
やお母さんとなった責任感、生活の変化などによって
生じると考えられています。それをマタニティーブルー
といいますが、出産後1－2週間で多くは治まります。
しかし、産後長期にわたってうつ病のような症状が出て

くる場合には、産後うつが疑われます。産後うつは多く
の場合、産後1－2か月以内に症状が現れますが、数か
月後、1年後に発症する場合があることも知られていま
す。岩見沢市では国の方針に基づき、産後 2週間と1
か月の方を対象に産婦健康診査費用を助成し、問診、
診察などの他、産後うつ病の質問を行うことで産婦さ
んの産後の体調を確認できるようにしています。
　産後うつ病は10－15％の頻度で生じると言われ、数か
月、長い場合は年の単位で続きます。お子さんの8か月
健診の機会にエジンバラ産後うつ質問票を使ってお母さ
んの状態をお尋ねしたところ、産後うつ病と評価された
方が 7％いらっしゃいました。産後うつ病は治療を必要
とする病気です。ご本人、周囲の方が病気に気づき治
療を受けること、妊娠中から不安やうつの問題が起こっ
ている場合には早めにケアを受けることが重要です。

産後うつ病（8か月時点）

4％

96％

■ EPDS＜9　■ EPDS≧9

5.5.3　参加者へのフィードバック
　母子健康調査ではお答えいただいた食生活のアン
ケート調査（BDHQ）と提供いただいた検体（便、母
乳）の測定結果をもとに、参加してくださっている方
に結果をお返ししてます。これまでに結果をフィード
バックしたのは（同じ方に複数回、別の機会で得られ
た情報、試料を基にお返ししています）、
BDHQ：406 人
母の便：295 人
子の便：287 人
母乳：265 人
となります。お返ししている結果の例を下に示しま
す。このフィードバックにより、ご自身の健康状態を
確認いただくともに、調査に継続的に参加くださるモ
チベーションが維持されることを期待しています。

5.5.4　森永乳業株式会社報告
健康栄養科学研究所　栄養学術グループ

川上　智美

　岩見沢母子健康調査などで、参加者が自分や家族の
健康の情報や気づきを受けた後に、維持・改善のため
の行動変容をサポート・継続するために、エミプラス
ラボを中心とし、専門的な知識の提供や、母子の状況
に応じた食を届けるリカーリングサービスの展開の検
討を行っている。
　これらサービスの組み立てのために、妊娠中から育児
中の母親（2019年12月）および、父親（2020年 8月）にグ
ループインタビューを行い、潜在的なニーズ発掘を行っ
た。これらのインタビュー結果を基盤として、子育のママ
パパのニーズの検討を行い、その課題解決のためには、
少し先の子育てに備えるリテラシーが身につくためのコン
テンツの配信（「こと」）、それを補助する製品提供（「もの」）
を組み合わせる。手軽に利用できるように「家族健康手
帳」アプリを活用し、該当者を対象にプロトタイプのコン
テンツを作成し、サービスの可能性について検討する。



69

1
岩
見
沢
市
概
要

2
健
康
経
営
都
市

3
健
康
と
生
活
に
関
す
る
意
識
調
査

4
健
康
予
報
シ
ス
テ
ム

5
母
子
健
康
調
査

5. 母子健康調査

5.5.5　フィードバック資料
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5.5.6　今後の予定
〈調査、分析の確立〉
市立病院の参加により、低出生体重児を含めた母子の
解析をさらに発展させる。
国立研究開発法人　医薬基盤・健康・栄養研究所との
共通DB化、解析を進め、他研究・他地域との比較、
検証を可能にする。
〈社会実装と持続性確保〉
自治体で持続して実施できる仕組みを構築するととも
に、大学での研究基盤を確立し調査・研究の持続性を
確保する。
他地域、全妊婦（母子）に展開するため簡素化（コンパ
クト化）した母子健診モデルを構築する。
母子健康調査を活用したリカーリングの影響評価体制
を構築する。

5.5.7　その他の施策
データ駆動数理科学：
　データ駆動型数理科学では、母子健康調査で得られ
たデータに潜む健康のカギを探し出すため、統計学や
機械学習、数理科学と呼ばれる分野の手法を活用して
います。特に母子健康調査の中でも、腸内細菌叢や代
謝物、食べた食事に関するデータに着目し、分析を進
めています。αディフェンシンの「健康ものさし」と
しての役割をより明確にするため、細菌叢の多様性と
の相関関係を調べたりしています。また、菌と同じく
健康維持に重要な代謝物にも着目し、新たな「健康も
のさし」の候補を探し出す取り組みも進めています。

　数理解析を当てはめて得られたデータは、母子健康
調査や腸内細菌研究の専門家にとっても、必ずしもわ
かりやすい結果としてお返しできるわけではありませ
ん。得られた結果に向き合って議論を行い、そこから
新しい知見を取り出すためには、数理解析結果を視覚
的に見やすくし、改善の可能性を把握できるための
「見える化」をサポートするモノづくりが重要です。

　データ駆動型数理科学チームでは、将来的に健康状

態を把握できる地図のようなものを作成する第一歩と
して、「見える化」をサポートする可視化ツールや
ウェブアプリの開発を進めています。今現在、ウェブ
アプリを活用しながら「健康ものさし」と候補につい
て議論を積み重ねている段階です。
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5.5.8　森永乳業株式会社さまご提供資料

育児日記　前期・後期　提供



76

岩見沢市「健康白書」

1 歳 6 か月終了者への「絵本」の提供
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